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学校はなにをするところ？
学校をどんな場にしたい？

コロナ危機でなにが見えた？ 先生はなにをする人？

 学校が止まった、一斉休校。
あのとき、授業を進めることが
大切だったのか？

 「子どもを預かってくれないと困
る」という保護者の声多数。
小学校等は保育所だったの？

 動画やアプリでも学べる。個々
の学校で授業する必要はある？

 日本の学力は世界トップクラス
に高い。でも、AIに代替されやす

いことに多大な時間を使ってい
るのでは？

 不登校が急増。

 背景はさまざまだが、これ
までの学校のやり方や空
間にNOが突きつけられて
いる側面も。

 「みんないっしょに、一致
団結」が好きな学校のまま
でいいの？

これまでのやり方にNO？

 社会の分断（貧富の差等）
が子どもに継承、再生産。

（例）家庭環境と高校の偏
差値は強い相関。

 家庭任せや自己責任論で
は、一層苦しくなる子ども
が増えている。

本当に自己責任？

 学校にばかり頼らず、「地
域で子どもを育てる」は実
現可能か？

 人口減少
 希薄化するご近所関係。

学校が地域コミュニティを
つなぐ場となりえるか？

地域で子どもを育てられる？
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小

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

R1 57.3 54.7 54.8 43.0 11.1 50.2 54.0 49.6 43.1 41.9 47.0 24.3 44.2

R2 21.4 13.5 43.8 37.1 19.4 44.6 45.9 37.9 34.7 33.2 35.6 42.9 34.2

R3 46.1 37.3 41.6 28.6 6.3 34.2 35.0 35.7 31.2 26.4 31.9 37.6 32.7

R4 39.9 36.2 42.4 26.4 6.0 37.0 34.6 34.2 29.0 26.0 34.0 35.1 31.7

R5 40.5 38.1 39.3

中

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

R1 62.8 63.8 60.9 53.7 16.1 64.0 61.1 58.7 49.7 52.8 54.9 18.0 51.4

R2 21.9 13.1 48.8 48.2 24.5 51.9 53.6 48.0 43.2 42.3 44.4 43.7 40.3

R3 55.3 44.3 52.0 35.3 7.2 38.1 43.6 46.5 38.7 33.9 38.4 37.0 39.2

R4 46.7 43.2 49.7 32.5 8.3 43.5 40.4 43.0 35.4 32.7 40.0 37.7 37.8

R5 47.7 46.3 47.0

（時間）

（時間）
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小学校 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R1 19.2 17.1 16.1 5.5 0.4 13.1 15.8 8.6 3.5 3.3 5.3 1.2

R2 0.7 0.1 3.3 0.9 0.0 5.5 6.5 2.2 1.0 0.5 1.6 5.5

R3 6.2 2.1 4.3 0.5 0.0 1.7 1.5 1.3 1.4 0.3 1.0 3.0

R4 5.4 3.2 5.4 0.2 0.1 3.0 1.9 1.6 0.2 0.4 0.9 1.7

R5 4.2 2.3

中学校 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R1 35.1 29.8 26.3 19.7 0.0 28.6 26.2 22.7 12.6 12.7 15.0 0.4

R2 0.9 0.1 4.4 6.4 0.0 10.9 13.5 7.3 4.7 5.2 5.1 6.9

R3 19.3 5.9 12.5 2.4 0.0 3.8 6.6 10.9 2.3 1.0 1.6 4.7

R4 10.6 5.4 15.3 1.5 0.0 8.0 4.5 7.1 3.2 1.7 6.0 4.0

R5 11.1 9.9
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☑在校等時間で過労死ライン超の人は減るなど、表面的には多少の改善傾向が見られる。
☑校長等から「早く帰れ」とはよく言われるが、実際には教職員の業務量はあまり減っていない。

①残業の「見えない化」の進行
過少申告等が横行し、カタチを取り繕う

だけの「改革」に
健康管理上も大きな問題

②あきらめ、無力感の広がり
目の前のことが大変過ぎて、見直せない

「もう無理！」「教委は学校の大変さを分
かってくれない」という教職員の不満増

③学校自前主義の強化
保護者や地域に働き方改革について

言えない、伝えない
連携・協働するのも面倒

＜学校で起きていることの表層（例）＞

＜深層にある問題＞
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①残業の「見えない化」
の進行

☑在校等時間のモニタリングは教職員の健康保持、過労死等の防止の
ためにも重要。

☑正確な記録がない状態では、国や教委の施策立案にも悪影響。

☑単に「早く帰りましょう」という呼びかけだけでは不十分。限られた時間
で成果を出す理由、趣旨について対話していくとともに、
具体的な業務負担軽減、見直しに着手する必要あり。

②あきらめ、無力感の
広がり

☑教職員にとって「やってよかった」と思える成功体験をなるべく早めに
もてるようにする。

☑一度に多くの取り組みができるわけではないが、多忙の要因等を踏ま
えながら、より効果のありそうなことに着手する。

☑部活動休養日、一部短縮授業などを行ってでも、働き方改革に必要な
対話や議論の時間は確保する。

③学校自前主義の強化

☑保護者や地域住民等に学校の実情や取り組み状況を伝える。
例：定時が何時かを知らない保護者は多い。

☑多くの大人が関わり、子どもたちにとって多様な経験を積めるようにす
ることが、子どもたちの学び・成長にプラスであり、かつ、学校への家
庭・地域からの信頼が高まることで、学校の負担軽減にもなっていく。

☑コミュニティ・スクールなどの制度活用も。
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公立学校教員の1ヶ月以上の⾧期療養者数（休職者を含む） （人）

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
増加率

（21年度/16年度）

精神疾患 1,286       1,576       1,765       1,950       2,140       2,794       1.66

精神疾患以外 776          852          806          832          884          954          1.14

精神疾患 1,788       2,012       2,302       2,612       2,563       2,859       1.43

精神疾患以外 2,126       2,019       2,126       2,037       2,062       2,281       0.97

精神疾患 2,024       2,057       2,141       2,229       2,138       2,437       1.06

精神疾患以外 1,909       1,893       1,757       1,667       1,574       1,580       0.82

精神疾患 2,973       2,825       2,854       2,849       2,611       2,854       0.88

精神疾患以外 3,917       3,962       3,933       3,848       3,574       3,722       0.91

精神疾患 8,071       8,470       9,062       9,640       9,452       10,944     1.17

精神疾患以外 8,728       8,726       8,622       8,384       8,094       8,537       0.93

40代

50代

以上

計

20代

30代

出所）文部科学省「公立学
校教職員の人事行政
状況調査」（令和３年
度ほか）をもとに作成

※在職者に占める精神疾患
による長期療養者の比率
は、20代で0．91%（16年
度）⇒1．87%（21年度）、
30代で0．92%⇒1．36%
（21年度）

公立学校教員の1ヶ月以上の⾧期療養者数（休職者を含む） （人）

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
増加率

（21年度/16年度）

精神疾患 3,668       3,889       4,290       4,729       4,691       5,532       1.51

精神疾患以外 4,134       4,010       3,922       3,861       3,794       4,157       1.01

精神疾患 2,155       2,268       2,348       2,385       2,292       2,552       1.18

精神疾患以外 2,003       2,048       2,092       1,947       1,789       1,868       0.93

精神疾患 1,193       1,243       1,309       1,329       1,273       1,356       1.14

精神疾患以外 1,378       1,453       1,426       1,386       1,317       1,316       0.96

精神疾患 1,044       1,054       1,092       1,157       1,143       1,432       1.37

精神疾患以外 1,198       1,201       1,153       1,153       1,147       1,151       0.96

小学校

中学校

高校

特別支

援学校
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精神疾患による病気休職者及び１ヶ月以上の病気休暇取得者の状況一覧（教育職員）

H29年度 H30年度 R元年度 R２年度 R３年度 R４年度
対教職員数割

合（R3基準）

全国 8470 9062 9640 9496 10944 1.19
岐阜県 121 145 152 141 161 0.95
岐阜市 7 14 18 14 21 26 0.96

1.87%

1.36%
1.27%

0.92%

1.27%
1.14%

0.94%

0.75%

1.18%

1.03%

2.35%

1.06%

0.49%

1.27% 1.23%

0.00%

0.50%

1.00%

1.50%

2.00%

2.50%

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代以上 合計

病気休暇・休職者の年齢（対在職者割合）

全国 岐阜市（R3） 岐阜市（R4）
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精神疾患による病気休職者及び１ヶ月以上の病気休暇取得者の取得理由（複数回答）

学級経営

への悩み

生徒指導へ

の悩み

仕事・指導

力の不安

仕事量・勤

務時間

支援体制へ
の不安・不

満

上司への不

満・圧

同僚との人

間関係

子どもとの

関係・対応

保護者との

関係・苦情

環境への不

適応

自信・やる

気の喪失

家庭内の問

題

プライベート

な問題

持病的な情

緒不安定

ストレス・心

身疲労

R2　岐阜市 4 1 2 2 6 1 1 3

R3　岐阜市 7 1 5 0 2 3 2 1 2 1 3 2 0 1 1
R4　岐阜市 1 1 0 2 3 1 3 4 3 1 3 3 1 6 8
合計 8 2 9 2 5 5 7 5 7 2 12 6 1 8 12

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

精神疾患による休暇・休職の開始時期（R2～R4）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上
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高ストレ
ス

非高スト
レス

全体

学習支援 2.9        3.2        3.2        
部活指導 2.6        3.4        3.3        
校務分掌 13.2      7.4        8.1        
研究授業 6.2        5.3        5.4        
対処困難な生徒指導 13.6      14.8      14.6      
それ以外の生徒指導 2.9        2.0        2.1        
保護者対応 12.5      10.5      10.7      
事務分掌 - .0     - .0     - .0     
業務の期限 - .0     - .0     - .0     
サポートの無さ - .0     - .0     - .0     
事務的な業務量 7.7        9.8        9.6        
人間関係（同僚） 12.1      5.8        6.5        
人間関係（上司） 5.9        3.0        3.3        
不慣れな職場環境 4.4        3.5        3.6        
勤務時間の長さ 1.8        2.3        2.3        
家庭やプライベート 7.0        6.4        6.5        
特になし 1.8        19.1      17.2      
その他 5.5        3.5        3.8        
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◎個人データ 自動集計例 ☆全体データ（個人➞学校全体） 自動集計例

◎業務の見える化シートの例 ※このシートとは別に、自動集計にて月ごとの業務一覧を表示
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妹尾昌俊 元気な学校づくり


